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市議会の模様は、土浦ケーブルテレビで
議会初日翌週の月曜日から、

午後10時～11時まで午後10時～11時まで
順次放送予定です。
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平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
４
日（
火
）か
ら
18
日（
火
）

ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
り
ん
り
ん
ポ
ー
ト
土
浦
条
例

の
制
定
を
は
じ
め
、
条
例
の
一

部
改
正
に
関
す
る
議
案
が
７
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
予
算

に
関
す
る
議
案
が
７
件
、
そ
の

他
、
土
浦
市
民
会
館
耐
震
補
強

及
び
大
規
模
改
造
建
築
主
体
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

な
ど
契
約
に
関
す
る
議
案
や
指

定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議

案
な
ど
９
件
の
議
案
が
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
市
民
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
採
否
に
つ
い
て
も

議
決
し
ま
し
た
。（
２
頁
に
掲
載
）

　
10
日
〜
12
日
の
３
日
間
に一
般

質
問
が
行
わ
れ
、
12
人
の
議
員

が
市
執
行
部
に
対
し
、
市
政
一般

に
つい
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

３
頁
か
ら
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
第
３
回
定
例
会
で
決
算
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平
成
29

年
度
土
浦
市
歳
入
歳
出
決
算
及

び
平
成
29
年
度
土
浦
市
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審

査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

審
査
の
報
告
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

＜第 4回＞
定例会で
決まったこと

23
件
全
議
案
を
原
案

可
決

一
般
質
問
に
は
12
人

が
登
壇

平
成
29
年
度
土
浦
市

歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
、
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定

りんりんポート土浦（今春オープン）りんりんポート土浦（今春オープン）
霞ヶ浦を望み、つくば霞ケ浦りんりんロードに隣接する川口二丁目に、交流拠点となる「りんりんポート土浦」の整備を進めています。
サイクリストや市民の皆さんが寛げる憩いの場所、回遊の拠点になるような空間づくりを目指しています。

※図はイメージ図で実際とは異なります。※図はイメージ図で実際とは異なります。

【りんりんポート土浦の概要】
■面積 
　　敷地面積　　　　　　11,473.80㎡ 　　
　　休憩施設延床面積　　　  264.51㎡ 　　
■休憩施設の主な設備
　　自転車メンテナンススペース、休憩コーナー、観光案内コーナー、多目的室、
　　シャワー室、トイレ、屋上展望スペース　　 
■その他の設備 
　　駐車場（100台）、自転車駐車場（40台）、広場

※詳細については、市都市計画課　℡　826-1111（内　2424）までお問合せ下さい。
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　　休憩施設延床面積　　　  264.51㎡ 　　
■休憩施設の主な設備
　　自転車メンテナンススペース、休憩コーナー、観光案内コーナー、多目的室、
　　シャワー室、トイレ、屋上展望スペース　　 
■その他の設備 
　　駐車場（100台）、自転車駐車場（40台）、広場

※詳細については、市都市計画課　℡　826-1111（内　2424）までお問合せ下さい。
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土
浦
駅

りんりんポート土浦りんりんポート土浦

霞ヶ浦

川
口
運
動
公
園

市議会のしくみ
　市議会は市民参加の開かれたまちづくりのた
め、市民一人ひとりの声を市政に反映させる役割
を担っています。
　市議会議員と市長は、４年に一度、市民の皆さ
まの選挙によって選ばれ、市民の代表として市政
の運営を任されています。
　市長は選挙公約などで打ち出した政策を進め
るため、また住み良いまちづくりを進めるために、
予算や条例などの案を作り、市議会議員は市民の
皆さまの代表として、その案を慎重に審査し、決定
しています。
　これは市議会の基本的な権限である議決権で
あり、予算や条例を決定する権限になることから、
市長は議会の議決に従って仕事（市政）を進めて
行きます。
　このようなことから、市議会を「議決機関」、市長
を「執行機関」と呼び、互いにけん制し協力し合い
ながら均衡を保ちつつ、同じ目的である市政の発
展のために活動しています。



　

　
認
定
第
１
号
及
び
認
定
第

２
号
に
つ
い
て
は
、
全
会
一

致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
の
市
政
運
営

上
、
留
意
す
べ
き
事
項
と
し

て
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
歳
入

①
市
税
に
つ
い
て
は
、
市
民

税
を
は
じ
め
、
徴
収
率
が
増

収
傾
向
に
あ
る
が
、
応
能
・

応
益
及
び
公
平
性
の
観
点
か

ら
減
免
等
の
制
度
の
周
知

や
、
更
な
る
税
収
率
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
。

②
市
営
住
宅
の
使
用
料
の
滞

納
繰
越
分
は
、
訪
問
、
督
促
、

法
的
手
段
の
行
使
な
ど
滞
納

解
消
に
努
め
て
い
る
が
滞
納

繰
越
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

多
額
の
滞
納
額
と
な
る
前
に

入
居
者
等
と
の
連
絡
を
密
に

取
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

③
市
営
住
宅
の
入
居
申
請
に

際
し
、
保
証
人
の
確
保
が
困

難
な
場
合
の
条
件
に
つ
い

て
、
年
齢
制
限
を
廃
止
し
た

こ
と
に
よ
り
、
若
干
の
改
善

の
努
力
は
認
め
ら
れ
る
が
、

今
後
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

証
や
緊
急
連
絡
先
の
徹
底
を

図
る
こ
と
に
よ
る
、
柔
軟
な

対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

④
川
口
運
動
公
園
使
用
料
の

収
入
未
済
額
の
解
消
に
向
け

て
は
、
引
き
続
き
法
的
手
段

を
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
。

⑤
雑
入
に
つ
い
て
、
施
設
広

告
掲
示
料
及
び
命
名
権
い
わ

ゆ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

は
、
さ
ら
な
る
収
入
増
に
な

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
ス
ポ

ン
サ
ー
企
業
の
確
保
に
努
め

る
こ
と
。

◇
一
般
会
計
歳
出

①
防
災
費
は
、
日
頃
の
防
災

決
算
特
別
委
員
長
報

告
（
抜
粋
）

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情
に

つ
い
て
の
委
員
長
報
告

報　告

　
今
定
例
会
で
は
、
新
規
の

陳
情
２
件
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
陳
情
１
件
の
合

計
３
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

受
理
番
号
６
　
国
に
対
し

「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
に
つ
い
て

【
総
務
市
民
委
員
長
報
告

（
抜
粋
）】

　
陳
情
者
よ
り
、
消
費
税
の

増
税
は
物
価
の
上
昇
、
年
金

カ
ッ
ト
で
実
質
賃
金
低
下
、

医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保

障
費
負
担
の
増
な
ど
で
こ
れ

請
願
・
陳
情
の

結
果

不 

採 

択 

１
件

継
続
審
査 

２
件

請願・陳情議決結果
受理番号 件　　　名 上程

年月日
議決
年月日 結  果

受理番号
4 30. 9. 4 30.12.18 継続審査

30.12. 4 30.12.18 継続審査

臓器移植の環境整備を求める
意見書の採択を求める陳情書

議会として、「医師養成定員
を減らす政府方針の見直しを
求める意見書」を国に提出す
ることを求める陳情書

国に対し「消費税増税中止を
求める意見書」の提出を求め
る陳情書

受理番号
5

30.12. 4 30.12.18 不 採 択受理番号
6
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の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
た

め
、
研
修
会
や
防
災
訓
練
等

を
行
っ
て
い
る
が
、
各
町
内

会
の
防
災
井
戸
の
整
備
率
が

低
い
た
め
、
防
災
井
戸
の
必

要
性
を
見
極
め
る
こ
と
。
ま

た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を

統
一
し
、
更
な
る
広
報
活
動

を
進
め
、
防
災
意
識
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
。

②
人
権
と
平
和
事
業
で
は
、

広
島
市
で
行
わ
れ
て
い
る
平

和
記
念
式
典
に
、
男
子
・
女

子
と
も
半
分
の
割
合
で
中
学

生
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
女

性
の
引
率
者
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
女
性
教
諭
の
引
率
者

を
出
せ
る
よ
う
に
検
討
す
る

こ
と
。

③
ご
み
収
集
委
託
料
は
、
収

集
エ
リ
ア
と
収
集
業
者
の
数

が
等
し
く
競
争
の
原
理
が
働

い
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る

こ
と
か
ら
、
価
格
面
で
、
よ

り
競
争
原
理
が
働
く
よ
う
な

方
法
で
発
注
を
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

④
農
業
振
興
費
、
有
害
鳥
獣

捕
獲
委
託
料
は
、
イ
ノ
シ
シ

が
農
作
物
だ
け
で
は
な
く
人

的
被
害
を
与
え
、
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

を
更
に
進
め
、
捕
獲
し
た
イ

ノ
シ
シ
等
の
活
用
を
研
究

し
、
地
域
の
振
興
及
び
安
全

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

⑤
公
園
費
に
つ
い
て
、
近
年

の
健
康
ブ
ー
ム
に
よ
り
夜
間

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
、
散
歩
を
す

る
市
民
が
多
く
、
特
に
夏
場

は
、
広
葉
樹
が
茂
っ
て
、
街

路
灯
の
照
度
が
不
足
し
て
し

ま
う
な
ど
、
安
全
性
の
確
保

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
た

め
、
照
度
不
足
が
生
じ
な
い

樹
木
管
理
と
背
の
低
い
庭
園

灯
な
ど
の
器
具
の
選
定
に
努

め
る
こ
と
。

⑥
霞
ヶ
浦
総
合
公
園
整
備
事

業
は
、
水
郷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
コ
ー
ト
面
が
部
分
的
に
剥

が
れ
て
お
り
、
使
用
者
が
怪

我
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
早
期
の
補
修
整
備
を

検
討
す
る
こ
と
。

⑦
青
少
年
の
家
は
、
老
朽
化

が
進
み
、
修
繕
や
借
地
料
の

費
用
が
か
さ
む
た
め
、
青
少

年
の
家
の
機
能
を
維
持
し
つ

つ
、
廃
校
と
な
っ
て
い
る
小

学
校
を
利
用
し
た
整
備
を
検

討
し
、
な
お
、
そ
れ
ま
で
の

期
間
は
、
必
要
な
修
繕
等
を
、

管
理
者
、
利
用
者
の
声
を
聴

き
つ
つ
、
確
実
な
実
施
に
努

め
る
こ
と
。

⑧
消
防
団
員
へ
の
費
用
弁
償

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
誤
報

に
よ
る
出
動
に
お
い
て
は
、

費
用
弁
償
は
支
出
さ
れ
て
い

な
い
。
誤
報
で
あ
っ
て
も
、

仕
事
な
ど
を
休
ん
で
出
動
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
費
用
弁

償
を
支
払
う
よ
う
検
討
す
る

こ
と
。

◇
特
別
会
計
に
つ
い
て

①
国
保
税
の
保
健
事
業
に
つ

い
て
は
、
特
定
健
診
の
健
診

率
が
目
標
値
よ
り
、
か
な
り

下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
保
加
入
者
へ
特
定
健
診
の

受
診
に
つ
い
て
周
知
を
徹
底

し
、
健
診
率
の
向
上
を
図
る

こ
と
。

②
下
水
道
事
業
は
、
水
洗
化

の
切
り
替
え
普
及
率
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
理
由
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
区
域
に
よ
っ
て
一

律
に
平
米
当
た
り
で
課
金
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き

な
宅
地
の
所
有
者
は
、
接
続

に
踏
み
切
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
る
。
受
益
者
負

担
金
の
賦
課
方
法
の
見
直
し

を
行
い
、
接
続
率
の
向
上
に

つ
な
げ
る
検
討
を
図
る
こ

と
。

以
上
節
約
す
る
と
こ
ろ
が
な

い
こ
と
か
ら
消
費
税
増
税
の

中
止
を
求
め
る
説
明
が
あ

り
、
各
委
員
か
ら
の
意
見
と

し
て
は
、
政
府
は
少
子
高
齢

化
に
伴
い
幼
児
の
教
育
無
償

化
や
、
低
所
得
の
年
金
受
給

者
に
対
し
て
増
税
分
を
充
て

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お

り
、
ま
た
、
陳
情
書
の
中
で
、

大
企
業
や
富
裕
層
を
優
遇
す

る
不
公
平
税
制
等
、
政
府
に

対
す
る
批
判
が
強
す
ぎ
る
た

め
、
こ
の
文
章
の
中
で
は
賛

成
で
き
な
い
と
い
っ
た
反
対

の
意
見
や
、
物
価
の
変
動
を

除
い
た
実
質
で
個
人
消
費
は

ま
す
ま
す
落
ち
込
む
こ
と
は

間
違
い
な
く
、
消
費
税
は
逆

進
性
が
あ
り
所
得
の
低
い
人

ほ
ど
負
担
率
が
重
い
。
経
済

情
勢
の
デ
フ
レ
は
収
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
消
費
税

増
税
は
中
止
す
べ
き
だ
と
い

う
賛
成
の
意
見
も
あ
っ
た
た

め
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
１
、
反
対
７
で
、
不
採

択
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

※色付き部分は賛否が分かれた案件

議案等議決結果
議案番号等 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果

会期の件 30.12. 4 30.12. 4 原案可決

報告第30号 専決処分の承認について（平成３０年度土浦市一般会計補
正予算 ( 第３回 )） 30.12. 4 30.12. 4 承 認

報告第31号 専決処分の承認について（平成３０年度土浦市下水道事業特
別会計補正予算 ( 第２回 )） 30.12. 4 30.12. 4 承 認

報告第32号 専決処分の報告について  （和解について） 30.12. 4 30.12. 4 報 告
報告第33号 専決処分の報告について  （和解について） 30.12. 4 30.12. 4 報 告
報告第34号 専決処分の報告について  （和解について） 30.12. 4 30.12. 4 報 告

議案第81号
土浦市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する条例の一部改正について

30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第82号 土浦市職員の給与に関する条例等の一部改正について 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第83号 土浦市一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部改正
について 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第84号 土浦市税条例の一部改正について 30.12. 4 30.12.18 原案可決
議案第85号 土浦市手数料条例の一部改正について 30.12. 4 30.12.18 原案可決
議案第86号 土浦市保育所条例の一部改正について 30.12. 4 30.12.18 原案可決
議案第87号 りんりんポート土浦条例の制定について 30.12. 4 30.12.18 原案可決
議案第88号 平成３０年度土浦市一般会計補正予算（第４回） 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第89号 平成３０年度土浦市国民健康保険特別会計補正予算
（第１回） 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第90号 平成３０年度土浦市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１回） 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案番号等 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果
議案第91号 平成３０年度土浦市介護保険特別会計補正予算（第２回） 30.12. 4 30.12.18 原案可決
議案第92号 平成３０年度土浦市下水道事業特別会計補正予算（第３回） 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第93号 平成３０年度土浦市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２回） 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第94号 平成３０年度土浦市水道事業会計補正予算（第２回） 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第95号 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造建築主体工事請負
契約の締結について 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第96号 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造電気設備工事請負
契約の締結について 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第97号 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造空調設備工事請負
契約の締結について 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第98号 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造舞台機構工事請負
契約の締結について 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第99号 財産の譲渡について（旧大岩田幼稚園跡地売払い） 30.12. 4 30.12.18 原案可決
議案第100号 土浦市営斎場の指定管理者の指定について 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第101号 土浦市勤労者総合福祉センターの指定管理者の指定につい
て 30.12. 4 30.12.18 原案可決

議案第102号 市道の路線の認定について 30.12. 4 30.12.18 原案可決
議案第103号 市道の路線の変更について 30.12. 4 30.12.18 原案可決
認定第１号 平成２９年度土浦市歳入歳出決算の認定について 30. 9.19 30.12.18 認 定
認定第２号 平成２９年度土浦市水道事業会計決算の認定について 30. 9.19 30.12.18 認 定

閉会中の事務調査について 30.12.18 30.12.18 原案可決
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議員名
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Ｑ 

土
浦
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
熱

望
す
る
、
新
治
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
全
面
人
工
芝
化
の

時
期
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
【
教
育
部
長
】

　
本
年
９
月
の
定
例
会
に
お

い
て
、
土
浦
サ
ッ
カ
ー
協
会

か
ら
市
議
会
に
提
出
さ
れ
た

「
新
治
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
全
面
人
工
芝
化
に
関
す
る

陳
情
」
が
採
択
さ
れ
、
改
め

て
全
面
人
工
芝
化
し
た
場
合

の
概
算
事
業
費
を
算
出
し
た

と
こ
ろ
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

面
積
は
全
体
で
約
１
万
９
千

㎡
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
抜
き

で
約
３
億
９
千
万
円
の
事
業

費
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
一
方
で
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
財
源
確
保
の
観

点
か
ら
、
国
等
の
補
助
事
業

に
つ
い
て
再
調
査
し
ま
し
た

が
、
国
や
県
の
公
的
な
補
助

事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
民
間
の
助
成
事
業

と
し
て
、
公
益
財
団
法
人
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
よ
る
サ
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人
や
働
く
場
所
が
首
都
圏

へ
一
極
集
中
し
、
加
え
て
少

子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む
中

で
、
公
共
交
通
の
果
た
す
役

割
を
十
分
に
考
慮
さ
れ
、
土

浦
市
が
魅
力
あ
る
発
展
を
す

る
た
め
、
ま
ず
は
拠
点
間
を

結
ぶ
公
共
交
通
の
構
築
を
早

急
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

Ａ
【
市
長
】

　
市
内
拠
点
間
を
公
共
交
通

で
結
ぶ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
「
土
浦
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

の
基
本
方
針
の
一
つ
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た

公
共
交
通
の
実
現
」
を
進
め

て
い
く
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

に
土
浦
駅
周
辺
へ
の
市
庁
舎

移
転
や
、
駅
前
北
地
区
再
開

発
事
業
、
神
立
駅
周
辺
地
区

区
画
整
理
事
業
な
ど
、
各
拠

点
の
都
市
機
能
集
約
に
よ

り
、
来
街
者
や
居
住
人
口
の

増
加
を
図
る
こ
と
で
、
公
共

交
通
利
用
者
数
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
都
市
機
能
誘
導

区
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

化
の
た
め
の
街
路
事
業
や
交

通
結
節
点
で
あ
る
駅
前
広
場

の
整
備
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
と
連
携
し
た
交
通
環
境
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
拠
点
を
結
ぶ
路
線
や

都
市
拠
点
と
地
域
拠
点
を
結

ぶ
路
線
に
つ
い
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
上
、
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
民
間
の
バ
ス
事
業

者
に
路
線
新
設
の
働
き
か
け

を
行
う
ほ
か
、
路
線
バ
ス
、

キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
バ
ス
、
の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
な
ど
の
各
特
性
に

合
わ
せ
た
機
能
分
担
と
、
そ

れ
ら
の
交
通
と
常
磐
線
と
の

接
続
強
化
に
よ
っ
て
、
公
共

交
通
の
利
便
性
を
高
め
、
ま

た
、
地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
に

対
す
る
支
援
な
ど
、
公
共
交

通
圏
域
の
確
保
を
図
る
こ
と

で
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
荒
川
沖
駅
周
辺
地
域
か
ら

医
療
機
関
ま
で
の
公
共
交

通
網
構
築
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

ッ
カ
ー
施
設
整
備
助
成
事
業

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
新
治

運
動
公
園
の
よ
う
な
一
般
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
へ

の
助
成
は
優
先
度
が
低
く
助

成
対
象
に
な
る
の
は
難
し
い

状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
く
じ

の
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
を
運
営
し
て
い

る
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
同

事
業
の
制
度
上
、
事
前
の
決

定
や
内
定
な
ど
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め

助
成
金
を
見
込
ん
だ
予
算
を

編
成
で
き
な
い
と
い
う
難
点

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
の
ご

要
望
に
つ
い
て
は
十
分
認
識

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の

市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
ま
す

と
、
補
助
金
等
の
新
た
な
財

源
の
確
保
の
見
通
し
が
立
つ

ま
で
は
具
体
的
な
整
備
の
時

期
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
の

は
困
難
な
状
況
で
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
市
民
が
困
惑
す
る
高
額
な

ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ
に
つ
い

て
○
常
名
運
動
公
園
の
事
業
計

画
は
、
「
持
続
可
能
な
事

業
」
と
言
え
る
の
か
に
つ

い
て

○
市
営
住
宅
の
修
繕
義
務
を

ど
の
程
度
と
考
え
て
い
る

か
に
つ
い
て

一一一一一一一一一

質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般

一
般
質
問
と
は
　
　
市
政
一
般
に
つ
い
て
市
長
な
ど
の
執
行
部
の

考
え
、
方
針
を
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の

都
合
上
、
質
問
を
一
つ
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
「
一
問
一
答
」」
方
式
を
選
択
し
質
問
を
行
っ

た
議
員
が
２
名
、「
一
括
質
問
・
一
括
答
弁
」
方
式
を
選
択
し
た

議
員
が
10
名
で
し
た
。

Ｑ 

子
ど
も
た
ち
の
夏
場
の
負

担
を
軽
減
し
て
、
存
分
に
体

育
館
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

ま
た
避
難
場
所
で
も
あ
る
こ

と
も
考
慮
に
、
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
の

計
画
を
策
定
し
て
、
計
画
的

に
設
置
を
行
う
よ
う
求
め
ま

す
。

Ａ
【
市
長
】

　
避
難
所
と
し
て
の
体
育
館

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
小
中
学
校
の
28
カ
所
を

指
定
避
難
所
と
し
て
位
置
付

け
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民

の
迅
速
か
つ
安
全
な
避
難
行

動
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
地
域
防
災
力
の
重
要
な

要
素
で
あ
る
自
助
、
共
助
、

公
助
の
相
互
協
力
を
図
り
な

が
ら
、
円
滑
な
避
難
所
運
営

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設

の
整
備
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
お
り
、
平
成
25
年
度
か
ら

26
年
度
に
か
け
て
、
市
内
の

全
小
中
学
校
の
空
調
設
備
工

事
を
行
い
ま
し
た
が
、
対
象

は
、
普
通
教
室
な
ど
の
校
舎

部
分
で
、
体
育
館
に
つ
い
て

は
未
整
備
の
状
況
で
す
の

で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
、
避
難
所
で

の
対
策
と
し
て
、
扇
風
機
や

Ｑ 

日
本
に
お
け
る
在
留
外
国

人
並
び
に
、
外
国
人
旅
行
者

数
は
年
々
増
加
を
し
て
お

り
、
土
浦
市
で
は
、
在
留
外

国
人
が
県
内
で
３
番
目
に
多

い
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
土

浦
市
に
お
け
る
多
言
語
化
対

応
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】

　
窓
口
等
で
の
多
言
語
化
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
外
国
人

市
民
の
方
が
、
市
役
所
に
手

続
や
相
談
な
ど
で
来
庁
す
る

機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
部
署
に
お
い
て
、
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
課
の
住
民
異
動
届
や
環

境
衛
生
課
の
ご
み
の
出
し
方

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
各
種

書
類
や
案
内
等
に
つ
い
て
、

必
要
な
情
報
を
的
確
に
お
伝

え
で
き
る
よ
う
、
英
語
を
中

心
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
多
言
語
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら

中
国
語
の
通
訳
員
を
配
置
し

て
い
る
ほ
か
、
本
年
度
に
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
自
動

翻
訳
機
を
活
用
し
て
説
明
を

行
う
な
ど
、
多
言
語
化
対
応

の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
の
中
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
市
役
所
の
案
内
業
務

や
、
火
災
、
救
急
時
に
お
い

て
、
外
国
人
市
民
に
多
言
語

で
対
応
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
翻
訳

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

の
活
用
を
掲
げ
て
お
り
、
既

に
導
入
し
て
い
る
も
の
で

は
、
救
急
ボ
イ
ス
ト
ラ
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
生
活
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
の
ほ

か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
活
用

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
利

便
性
を
高
め
て
お
り
、
今
後

は
、
ほ
か
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
、
有
効
と
思
わ
れ
る
も
の

は
、
他
市
の
先
進
事
例
な
ど

も
参
考
に
、
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と
は

Information and
Communication Technology

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
。

意
味
は「
情
報
通
信
技
術
」

○
「
ボ
イ
ス
ト
ラV

oice 
T
ra

」
と
は

「
多
言
語
音
声
翻
訳
ア
プ

リ
。」

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
公
共
施
設
に
お
け
る
標
識

や
案
内
看
板
の
設
置
状
況

に
つ
い
て

○
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
に

お
け
る
多
言
語
表
記
の
現

況
に
つ
い
て

○
災
害
や
事
故
な
ど
の
非
常

時
等
の
対
応
に
つ
い
て

温
風
ヒ
ー
タ
ー
を
適
宜
設
置

す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て

保
健
室
な
ど
エ
ア
コ
ン
設
備

の
あ
る
教
室
を
使
用
す
る
な

ど
、
臨
機
応
変
な
対
応
を
図

る
考
え
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中

症
予
防
や
厳
寒
期
の
対
策
な

ど
、
対
応
可
能
な
取
り
組
み

を
講
じ
て
い
く
と
と
も
に
、

体
育
館
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、
国
の
財
政
支
援
制
度

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

「
学
習
の
場
」
と
「
避
難

所
」
と
し
て
の
両
側
面
か

ら
、
総
合
的
に
研
究
を
し
て

い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
個
人
が
所
有
す
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
　

指
定
避
難
場
所
で
も
あ

る
す
べ
て
の
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

久　松　　猛
＜一問一答＞

井　上　圭　一
＜一問一答＞

土
浦
サ
ッ
カ
ー
協
会
が

熱
望
す
る
、
新
治
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
全
面

人
工
芝
化
の
時
期
に
つ

い
て

土
浦
市
に
お
け
る
多
言

語
の
対
応
に
つ
い
て
次

の
点
を
お
伺
い
し
ま
す
。

多
言
語
化
対
応
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て

篠　塚　昌　毅
＜一括質問＞

市
内
拠
点
間
を
公
共
交

通
で
結
ぶ
「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
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土
浦
協
同
病
院
の
分
娩
数

の
推
移
と
、
土
浦
市
内
及
び

近
隣
で
の
分
娩
可
能
な
病
院

の
数
と
費
用
、
ま
た
、
出
産

の
一
時
金
の
推
移
と
土
浦
市

の
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
検

査
や
費
用
の
概
要
と
補
助
制

度
、
就
学
前
ま
で
の
子
育
て

の
支
援
内
容
に
関
し
て
伺
い

ま
す
。

Ａ【
保
健
福
祉
部
長
】

　
土
浦
協
同
病
院
で
市
内
の

方
が
分
娩
し
た
件
数
は
、
平

成
27
年
度
は
222
件
、
平
成
28

年
度
は
308
件
、
平
成
29
年
度

に
お
い
て
は
342
件
で
、
当
病

院
全
体
で
の
１
千
373
件
の
う

ち
、
25
％
を
占
め
て
い
る
状

況
で
す
。

　
ま
た
、
土
浦
市
内
と
近
隣

を
含
む
分
娩
可
能
な
病
院
の

現
状
は
、
市
内
で
は
、
平
成

29
年
か
ら
土
浦
協
同
病
院
を

含
む
医
療
機
関
３
カ
所
の
ほ

か
、
隣
接
す
る
つ
く
ば
市
で

は
３
カ
所
、
ま
た
、
阿
見
町

で
は
２
カ
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
出
産
に
関
す
る
費
用
に
つ

い
て
は
、
自
然
分
娩
の
場
合

で
50
万
円
程
度
か
ら
70
万
円

程
度
で
、
出
産
育
児
一
時
金

に
つ
い
て
は
、
平
成
６
年
10

月
に
そ
れ
ま
で
の
助
産
費
支

給
制
度
に
か
わ
る
出
産
育
児

一
時
金
支
給
制
度
が
、
開
始

さ
れ
、
当
初
の
支
給
額
は
、

現
在
で
は
42
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま

で
に
行
う
妊
婦
健
診
に
つ
い

て
は
、
妊
婦
健
診
14
回
分
と
、

独
自
に
歯
科
健
診
１
回
分
を

助
成
し
、
妊
婦
の
健
康
管
理

の
充
実
及
び
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

家
庭
の
交
流
の
拠
点
と
な
る

児
童
館
３
館
、
子
育
て
交
流

サ
ロ
ン
２
カ
所
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
４
カ
所
を

設
置
し
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
悩
み
や
不
安
を
共
有
し
、

孤
立
感
や
負
担
感
の
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
が

十
分
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種

事
業
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ

て
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
上
大
津
地
区
小
学
校
適
正

配
置
検
討
の
状
況
に
つ
い

て
○
ス
マ
ー
ト
IC
の
新
設
に
つ

い
て

Ｑ 

土
浦
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
で
は
、
活
性
化

の
目
標
と
し
て
、
公
共
公
益

施
設
新
設
に
伴
う
滞
留
人
口

の
増
加
、
商
業
機
能
の
活
性

化
、
ま
ち
な
か
居
住
人
口
の

増
加
、
観
光
来
街
者
等
交
流

人
口
の
増
加
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
が
、
土
浦
市
が
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
お

け
る
目
標
指
標
の
達
成
状
況

と
二
期
計
画
に
つ
い
て
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

Ａ【
都
市
産
業
部
長
】

　
現
段
階
で
の
達
成
状
況
と

し
て
は
、
ま
ず
、
歩
行
者
交

通
量
に
つ
い
て
は
、
平
日
は

３
万
621
人
で
、
昨
年
よ
り
約

１
千
200
人
増
加
し
て
目
標
値

の
２
万
９
千
476
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
一
方
、
休
日
は
２

万
４
千
835
人
で
、
昨
年
よ
り

約
１
千
900
人
増
加
し
、
目
標

値
で
あ
る
２
万
９
千
94
人
に

は
届
か
な
い
も
の
の
、
着
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
図
書
館
と
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
は
、
昨
年
11
月
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
間
で
64

万
人
を
超
え
る
利
用
者
が
訪

れ
た
こ
と
で
、
歩
行
者
交
通

量
の
増
加
に
大
き
な
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
空
き
店
舗
数
は
、
昨
年
度

77
店
舗
で
、
各
種
施
策
に
よ

り
空
き
店
舗
が
減
少
し
て
い

る
商
店
街
が
あ
る
一
方
で
、

撤
退
す
る
店
舗
も
あ
り
、
目

標
値
で
あ
る
35
店
舗
の
達
成

は
厳
し
い
も
の
の
、
今
後
も

空
き
店
舗
へ
の
開
業
支
援
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
居
住
者
人
口
は
、
昨
年
度

７
千
496
人
で
、
市
全
体
の
人

口
と
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
目
標
値
で
あ
る
８
千
443

人
の
達
成
は
厳
し
い
も
の

の
、
ま
ち
な
か
定
住
促
進
の

事
業
な
ど
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
観
光
関
連
施
設
利
用
者
数

は
、
昨
年
度
11
万
２
千
804
人

と
、
目
標
値
で
あ
る
11
万
３

千
39
人
に
迫
る
と
こ
ろ
ま
で

増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
ま

ち
な
か
へ
の
回
遊
性
の
向
上

に
努
め
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
各
種
ソ

フ
ト
事
業
を
計
画
的
に
進
め

る
こ
と
で
目
標
の
達
成
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
二
期
計
画
で
は
、
駅
周
辺

に
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
に
ぎ
わ

い
を
ま
ち
な
か
全
体
に
波
及

さ
せ
、
さ
ら
に
平
日
だ
け
で

な
く
休
日
も
人
が
に
ぎ
わ
う

恒
常
的
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
環
境
や
地
域
資
源
を
活
か

し
た
魅
力
あ
る
空
間
を
創
出

し
、
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

神
立
駅
西
口
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
完
成
が
平
成

33
年
度
と
間
近
に
迫
り
、
都

市
基
盤
が
整
っ
た
地
区
に
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

商
業
施
設
、
地
区
の
核
と
な

る
目
玉
施
設
の
誘
致
、
ま
た

地
権
者
の
皆
様
の
開
発
意
欲

を
高
揚
さ
せ
る
な
ど
、
建
築

物
の
整
備
を
含
め
た
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
図
る
こ
と
は

重
要
な
こ
と
で
す
。
現
在
、

市
で
考
え
る
具
体
的
な
都
市

施
設
の
誘
導
策
な
ど
、
間
も

な
く
完
成
す
る
土
地
区
画
整

平　石　勝　司
＜一括質問＞

土
浦
市
中
心
市
街
地
活

性
化
に
つ
い
て

理
事
業
を
十
分
に
活
用
し
た

神
立
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ【
都
市
産
業
部
長
】

　
今
回
の
神
立
駅
西
口
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

宅
地
面
積
が
大
き
く
減
少

し
、
保
留
地
も
な
い
大
規
模

な
建
築
物
の
立
地
を
想
定
し

た
区
割
り
が
な
い
こ
と
や
、

大
規
模
な
商
業
施
設
が
駅
前

か
ら
郊
外
へ
移
転
し
て
い
る

状
況
も
あ
り
、
大
規
模
商
業

施
設
の
誘
致
と
い
う
の
は
大

変
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
現
状
で
は
、
駅
前
広
場
や

駅
前
通
り
の
完
成
が
見
え
て

く
る
と
、
集
合
住
宅
や
商
業

テ
ナ
ン
ト
な
ど
の
引
き
合
い

が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
一
方
で
、
区
画
整

理
事
業
地
内
を
含
む
神
立
駅

周
辺
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
な

か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
生
活

利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
施

設
の
立
地
を
推
進
す
る
た
め

に
、
平
成
29
年
３
月
に
策
定

し
た
立
地
適
正
化
計
画
に
お

い
て
、
都
市
機
能
誘
導
区
域

に
指
定
し
て
お
り
、
国
の
制

度
を
活
用
し
た
整
備
費
の
一

部
支
援
や
税
制
の
特
例
措
置

な
ど
の
活
用
、
誘
導
施
設
の

容
積
率
の
緩
和
な
ど
に
よ
る

都
市
計
画
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
市
の
現
状
と
し

て
は
、
ま
ず
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
基
幹
と
な
る

道
路
体
系
の
整
備
を
進
め
て

お
り
、
神
立
駅
周
辺
に
お
い

て
も
、
駅
前
通
り
と
な
る
神

立
停
車
場
線
の
早
期
整
備
や

田
村
沖
宿
線
の
延
伸
で
あ
る

お
お
つ
野
か
ら
県
道
戸
崎
上

稲
吉
線
ま
で
の
道
路
を
本
年

度
中
に
供
用
を
開
始
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
神
立
地
区
は
本
市
の
副
都

心
と
し
て
北
部
の
中
心
的
な

地
域
拠
点
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
区
画
整
理
事
業
の
完
了

後
も
引
き
続
き
都
市
施
設
の

整
備
と
土
地
利
用
の
誘
導
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
妊

産
婦
死
亡
の
原
因
の
中
で

は
、
子
育
て
へ
の
不
安
や
ス

ト
レ
ス
に
よ
っ
て
起
き
る
産

後
う
つ
に
よ
る
出
産
後
の
自

殺
が
多
く
、
ま
た
、
子
ど
も

を
虐
待
す
る
母
親
の
中
に

は
、
か
わ
い
い
、
守
っ
て
あ

げ
た
い
と
い
っ
た
情
緒
的
な

絆
を
我
が
子
に
感
じ
ら
れ
な

い
障
害
が
あ
る
と
の
こ
と

で
、
改
め
て
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
必
要

性
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
適

切
な
支
援
、
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
い
か
に
つ
な
い
で

い
く
か
、
取
り
組
み
状
況
や

体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ【
保
健
福
祉
部
長
】

　
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
出
産

後
や
退
院
直
後
の
母
子
に
対

し
て
、
心
身
の
ケ
ア
や
育
児

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、

川原場　明　朗 
＜一括質問＞

産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
支
援
体
制
の
確
保
を

目
的
と
し
て
お
り
、
具
体
的

に
は
、
母
親
が
不
安
や
疲
れ

を
感
じ
る
時
に
宿
泊
型
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
型
と
し
て
、
病

院
や
助
産
所
に
お
い
て
、
助

産
師
の
手
当
て
を
受
け
な
が

ら
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
預

け
て
休
養
を
と
り
、
沐
浴
や

授
乳
の
仕
方
な
ど
、
育
児
に

関
す
る
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
も
の
で
、
母
親
の
心

身
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

た
め
の
施
策
の
１
つ
で
あ
り
、

子
ど
も
へ
の
虐
待
リ
ス
ク
を

逓
減
さ
せ
る
な
ど
の
事
業
効

果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

産
後
ケ
ア
事
業
利
用
後
も
継

続
し
た
支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
現
在
市
で
実

施
し
て
い
る
各
種
事
業
と
一

体
的
な
支
援
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
関
係
機
関
と
の

連
携
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ

な
が
ら
、
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
産
後
ケ

ア
事
業
に
つ
い
て
も
、
事
業

実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

○
広
島
平
和
記
念
式
典
に
つ

い
て

土
浦
市
内
の
分
娩
環
境

と
対
策
に
つ
い
て

勝　田　達　也
＜一括質問＞

　
土
浦
市
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

及
び
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
市
民
か
ら
の
要
請
が
あ
っ

た
時
は
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
等
の
説
明
や
意

見
を
交
換
す
る
場
を
設
け
る
よ
う
、
土
浦
市
議
会
基
本
条

例
第
６
条
第
３
項
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
か
ら
直
接
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
。

（
委
員
会
）

第
６
条
　
委
員
会
は
、
多
様
な
市
政
の
課
題
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
機
動
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、

委
員
会
の
専
門
性
と
特
性
を
活
か
し
、
そ
の
機
能
を
発
揮

す
る
よ
う
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
略
）

３
　
委
員
会
は
、
市
民
か
ら
の
要
請
が
あ
る
と
き
は
、
審

査
の
経
過
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
意

見
を
交
換
す
る
場
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
後
略
）

市
民
と
委
員
会
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
　

土
浦
市
議
会
基
本
条
例
第
６
条
（
抜
粋
）

神
立
駅
西
口
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
後
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て

保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

の
切
れ
目
の
な
い
支
援

「
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ

い
て
」

吉　田　千鶴子
＜一括質問＞



Ｑ 

有
料
化
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
同
時
期
と
比
較

し
て
ど
の
く
ら
い
増
減
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】

　
子
ど
も
会
廃
品
回
収
や
小

型
家
電
回
収
な
ど
、
月
々
の

集
計
を
行
っ
て
い
な
い
も
の

も
あ
り
、
ご
み
の
総
排
出
量

の
減
量
化
率
等
に
つ
い
て
は

ま
だ
お
示
し
で
き
る
段
階
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
10
月
の

家
庭
ご
み
の
量
を
前
年
10
月

と
比
較
し
ま
す
と
、
燃
や
せ

る
ご
み
が
１
千
794
ト
ン
で
、

14
％
の
減
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
が
120
ト
ン
で
27.2
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
に
、
資
源
物

回
収
量
を
前
年
10
月
と
比
較

し
ま
す
と
、
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
100
ト
ン
で
52.8
％

の
増
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
25

ト
ン
で
19.5
％
の
増
、
生
ご
み

が
442
ト
ン
で
8.2
％
の
増
、
紙

類
が
84
ト
ン
で
50.1
％
の
増
、

古
布
が
19
ト
ン
で
73.2
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
捨
て

ら
れ
て
い
た
も
の
が
分
別
さ

れ
、
適
正
に
排
出
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
家
庭
ご
み
処
理
有

料
化
制
度
は
、
ご
み
の
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
排

出
量
に
応
じ
た
費
用
負
担
の

公
平
性
の
確
保
な
ど
を
目
的

と
し
、
ご
み
処
理
基
本
計
画

で
定
め
る
平
成
33
年
度
ま
で

に
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み

の
量
を
平
成
27
年
度
比
で

16
％
を
減
ら
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
自

治
体
と
比
べ
、
ご
み
の
量
が

多
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

減
量
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
台
風
24
号
の
強
風
に
よ
る

被
害
に
つ
い
て

Ｑ 

11
月
の
小
町
の
里
、
小
町

の
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
時
に

は
、
来
場
者
の
車
が
、
ト
ン

ネ
ル
か
ら
出
て
く
る
道
路
と

の
交
差
点
に
ま
で
止
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
駐
車
場
整
備
の

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
【
都
市
産
業
部
長
】

　
現
在
、
小
町
の
里
に
は
、

普
通
自
動
車
69
台
の
駐
車
場

を
有
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
は
多
く
の
方
々
が

訪
れ
、
周
辺
に
あ
る
市
有
地

や
民
間
保
有
地
等
の
借
用
に

よ
り
、
対
応
を
図
っ
て
お
り

ま
す
が
、
例
年
多
く
の
来
場

者
が
訪
れ
ま
す
小
町
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
11

月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
天
童

フ
ェ
ア
と
同
時
開
催
し
、
約

１
千
500
人
を
超
え
る
来
場
者

が
訪
れ
た
た
め
、
多
く
の
路

上
駐
車
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
元
有
志
に
よ
る

新
た
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
平
日

で
も
、
早
朝
よ
り
駐
車
場
が

混
み
合
い
、
さ
ら
に
週
末

は
、
路
上
駐
車
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
、
今
後
も
ま
す

ま
す
利
用
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
小
町
の
館
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
地
域
資
源
の
活
用

や
様
々
な
体
験
事
業
な
ど
、

都
市
と
農
村
の
交
流
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
新
た
な
駐
車

場
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
候

補
地
の
選
定
や
整
備
方
法
な

ど
具
体
的
な
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
○
公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ

い
て

○
市
の
政
策
決
定
の
過
程
、

経
過
の
中
に
お
い
て
、
市

長
の
見
解
を
問
う

Ｑ 

国
民
の
義
務
で
あ
る
納
税

に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
誰
も
が
納
期
限
納
税
を

す
る
た
め
に
も
租
税
教
育
は

重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

Ａ
【
教
育
長
】

　
平
成
29
年
度
文
部
科
学
省

よ
り
出
さ
れ
た
中
学
校
学
習

指
導
要
領
に
よ
る
と
、
社
会

科
で
は
、
平
和
で
民
主
的
な

国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
に

必
要
な
公
民
と
し
て
の
資

質
、
能
力
の
基
礎
の
育
成
を

目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
租
税

教
育
を
通
し
て
、
国
民
か
ら

集
め
た
税
金
で
行
わ
れ
て
い

る
財
政
が
人
々
の
生
活
を
保

障
す
る
国
民
福
祉
の
観
点
に

立
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
や
、
国
民
が
納

税
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
は
、
こ
の
目
標
に

あ
る
公
民
と
し
て
の
資
質
、

能
力
の
育
成
に
非
常
に
大
切

に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
税

の
負
担
者
と
し
て
租
税
の
使

い
道
や
配
分
の
在
り
方
を
選

択
、
判
断
す
る
責
任
が
あ
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
関
心

を
高
め
、
納
税
者
と
し
て
の

自
覚
を
培
う
た
め
に
も
、
租

税
教
育
は
大
変
重
要
と
考
え

が
500
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

自
治
会
、
町
内
会
の
実
情
に

合
わ
せ
、
地
域
公
民
館
の
建

築
、
修
繕
等
に
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
補
助
制
度
を
活
用

し
た
町
内
会
に
行
っ
て
い
る

地
域
公
民
館
の
利
用
状
況
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で

は
、
実
施
前
と
実
施
後
の
利

用
者
数
が
、
平
均
で
２
倍
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
で
の
町
内
会
活
動

が
活
発
化
し
た
状
況
が
数
値

的
に
も
現
れ
、
支
援
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
公
民
館
の
整

備
に
つ
い
て
、
支
援
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

と
、
こ
れ
ま
で
ど
の
程
度
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
現
在

公
民
館
の
な
い
町
内
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】

　
各
町
内
会
の
地
域
公
民
館

の
所
有
状
況
に
つ
い
て
は
、

所
有
し
て
い
る
自
治
会
、
町

内
会
は
、
計
165
町
内
、
所
有

し
て
い
な
い
自
治
会
、
町
内

会
は
６
町
内
で
す
。
　

　
所
有
し
て
い
な
い
自
治

会
、
町
内
会
に
お
い
て
は
、

世
帯
数
が
少
な
く
、
地
域
公

民
館
の
建
設
に
は
至
ら
な
い

な
ど
か
ら
、
中
学
校
地
区
の

地
区
公
民
館
や
、
隣
接
町
内

会
の
地
域
公
民
館
等
を
借
り

る
こ
と
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
本
市
で
は
、
地
域
活
動
の

拠
点
と
な
る
環
境
の
整
備
に

対
す
る
支
援
を
図
る
た
め
、

平
成
12
年
ま
で
の
「
地
域
公

民
館
設
置
等
補
助
金
交
付
規

程
」
と
「
地
域
児
童
館
整
備

補
助
金
交
付
要
綱
」
の
２
つ

の
補
助
制
度
を
一
本
化
し

て
、
平
成
13
年
度
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
新
築
等
補

助
制
度
を
創
設
し
て
い
ま

す
。

　
制
度
の
概
要
は
、
１
つ
目

は
建
築
工
事
の
み
の
場
合
、

ま
た
は
、
建
築
工
事
と
あ
わ

せ
て
用
地
を
取
得
す
る
場
合

の
工
事
費
と
用
地
取
得
費
を

対
象
と
し
、
補
助
率
が
合
計

額
の
３
分
の
２
、
限
度
額
が

２
千
万
円
。

　
２
つ
目
は
、
建
物
の
増
築

工
事
費
を
対
象
と
し
、
補
助

率
３
分
の
２
、
限
度
額
が
１

千
万
円
。
３
つ
目
は
建
物
の

修
繕
工
事
費
を
対
象
と
し
、

補
助
率
３
分
の
２
、
限
度
額

　⑤　土浦市議会だより　Vol.235　平成 3 1年２月 1 5日発行

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
我
が
国
は
財
政
の

赤
字
が
続
い
て
お
り
、
今
後

も
少
子
高
齢
社
会
に
伴
う
社

会
保
障
費
の
増
加
が
予
想
さ

れ
、
財
政
問
題
は
今
後
も
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

も
、
子
ど
も
た
ち
に
国
民
生

活
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

財
政
を
支
え
る
租
税
の
意
義

や
、
税
制
度
の
基
礎
、
現
在

の
財
政
状
況
な
ど
、
こ
れ
か

ら
も
社
会
科
の
学
習
を
始

め
、
道
徳
や
特
別
活
動
な
ど

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
将

来
、
納
税
者
と
し
て
の
自
覚

を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
大
人

に
な
れ
る
租
税
教
育
の
さ
ら

な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Ｑ 

地
域
公
民
館
設
置
補
助
金

交
付
規
程
は
ど
う
い
う
も
の

か
。
ま
た
、
具
体
的
な
金
額

ご
み
袋
変
更
後
の
状
況

に
つ
い
て

変
更
後
の
ご
み
量
の
比

較
に
つ
い
て

塚　原　圭　二
＜一括質問＞

小
町
の
里
駐
車
場
整
備

に
つ
い
て

鈴　木　一　彦
＜一括質問＞

租
税
教
育
に
つ
い
て

租
税
教
育
の
重
要
性
に

つ
い
て

島　岡　宏　明
＜一括質問＞

世
帯
数
の
減
少
と
町
内

公
民
館
の
活
用
に
つ
い

て

小　坂　　　博
＜一括質問＞

○文教厚生委員会　１１月６日（火）～７日（水）
視察先 視　察　内　容

新潟県弥彦村 フッ化物洗口の取り組みについて

新潟県新潟市 スマートウエルネスシティの取り組みについて

平成３０年度常任委員会等の行政視察（１１月）

市議会では、市民の皆様の要望や意見を「請願」「陳情」として
常時受け付けておりますが、定例会で取り扱うものは、定例会
招集日の４日前までに提出されたものに限ります。
くわしくは、議会事務局ホームページから「請願・陳情」をご覧
ください。

請
願・陳
情
に
お
け
る

意
見
陳
述
に
つ
い
て

＜請願・陳情の受付け＞

　
土
浦
市
議
会
で
は
、
請
願

及
び
陳
情
は
市
民
の
皆
様
か

ら
の
貴
重
な
政
策
と
位
置
付

け
、
提
案
者
か
ら
の
意
見
陳

述
を
い
た
だ
く
機
会
を
積
極

的
に
設
け
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
専
門
的
・
政

策
的
識
見
に
つ
い
て
は
、
議

会
の
討
議
に
反
映
す
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
か

ら
の
請
願
・
陳
情
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を

お
願
い
し
ま
す
。



　
創
政
会
は
、
13
名
の
議
員
が
所

属
、
議
会
改
革
を
念
頭
に
実
践
す

る
保
守
本
流
を
自
負
す
る
会
派
で

す
。

　
今
期
か
ら
制
定
さ
れ
た
議
会
基

本
条
例
を
基
本
に
、
議
会
運
営
の

改
革
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

一
般
質
問
に
一
問
一
答
方
式
を
取

り
入
れ
、
自
由
討
議
の
ル
ー
ル
化

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
議
会
改
革
の

観
点
か
ら
予
算
・
決
算
の
審
議
ス

タ
イ
ル
を
同
一
に
し
、
こ
れ
ま
で

常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
し
た
予

算
審
議
を
決
算
特
別
委
員
会
と
同

じ
く
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
審
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
期
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
各
地
で
の
議
会
報
告
会
で
は
常

に
指
導
的
主
役
的
存
在
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　
来
期
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会

の
議
事
録
を
公
開
す
べ
き
と
の
議

論
を
重
ね
、
ネ
ッ
ト
で
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
土
浦
市
の
発
展
と
市
民
の
安
全

安
心
の
実
現
の
た
め
、
優
先
す
べ

き
課
題
を
議
論
し
、
毎
年
12
月
に
、

中
川
市
長
へ
予
算
要
望
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

　
土
浦
市
議
会
は
統
一
地
方
選
挙

に
よ
り
、
４
月
は
改
選
と
な
り
ま

す
。
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
28

名
の
定
数
が
４
名
減
の
24
名
と
な

り
、
候
補
者
に
と
り
大
変
厳
し
い

も
の
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
厳
し
く
も
温
か

い
視
点
か
ら
の
選
良
と
し
て
活
躍

す
る
議
員
の
会
派
と
し
て
努
力
し

て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
集 

―

会
派
の
主
張―

「
私
た
ち
の
活
動
」

～ 
こ
れ
ま
で
４
年
間
の
各
会
派
の
活
動
や

　
　
　
今
後
に
向
け
て
の
活
動
方
針
等
に
つ
い
て 

～

「
会
派
」
と
は
、
議
会
で
政
治
上
の
政
策
・
主
義
・
目
的
な
ど
を
共
有
す
る
議
員
が

集
ま
っ
た
団
体
の
こ
と
で
す
。

※

内
容
に
つ
い
て
は
、
各
会
派
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を
原
文
の
ま
ま
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

◎
会
派
代
表
、○
経
理
責
任
者
、
丸
数
字
は
期
数

旧市庁舎前で（平成２７年改選時）　

第１回目は議場で開催

平成２７年度から議会報告会が開催！

創　政　会創　政　会
◎内田　卓男⑦ 　松本　茂男⑪
　沼田　義雄⑩ 　矢口　迪夫⑧
　川原場明朗⑤　 矢口　　清④
　海老原一郎④　 篠塚　昌毅③
　小坂　　博③　 下村　壽郎①　
○島岡　宏明①　 塚原　圭二①
　勝田　達也①　

◎内田　卓男⑦ 　松本　茂男⑪
　沼田　義雄⑩ 　矢口　迪夫⑧
　川原場明朗⑤　 矢口　　清④
　海老原一郎④　 篠塚　昌毅③
　小坂　　博③　 下村　壽郎①　
○島岡　宏明①　 塚原　圭二①
　勝田　達也①　

【今回の新規要望について】
●　つくば霞ケ浦サイクリングロードの安全対策と（夜間照明・樹木
の選定）、市街地を回遊できる案内サイン設置

●　霞ケ浦総合公園の花蓮園拡張
●　小中学校給食配膳室にエアコン設置
●　常磐自動車道と県道土浦大曾根線が交差する飯田矢作地区にス
マートインターチェンジを設置する運動

●　県道土浦坂東線に歩道の設置
●　ＪＲ神立駅にエスカレーター設置と東西自由通路に雨風よけ設置
●　市道Ⅰ級５号線の早期整備 
●　神立都市下水路の改修
●　新川５号橋架け替え改修
●　つくばエクスプレスを土浦駅に延伸するための運動推進　等々

【主な活動方針】
○街づくり：ＳＤＧs（持続可能な開発目標）の理念を市の政策に反映

させ、取り組みを推進します。
○福　　祉：誰もがサイクリングを楽しめる土浦へ向け、健常者と障

がい者が乗る「タンデム自転車」の普及・推進を図ります。
○交　　通：交通弱者に対する公共交通体系の全体的な見直しを図り

ます。
○教　　育：小中学校特別教室・体育館へのエアコン設置を図ります。
○医　　療：風疹の抗体検査の助成を図ります。
○地　　域：神立駅へのエスカレーターの設置を推進します。
○生   活：都市計画道路（荒川沖木田余線・真鍋神立線）の早期整

備を推進します。
○観　　光：インバウンドへ向けた取組み（案内標識の多言語化、キャ

ッシュレス決済等）を推進します。
○健　　康：不育治療費の助成を図ります。
○子 育 て：LINE を活用したいじめ相談窓口の開設を図ります。

 

新
風
会
は
こ
の
４
年
間
で
、
会

派
代
表
質
問
、
一
般
質
問
を
通
し

て
農
業
政
策
、
商
業
の
振
興
、
観

光
拠
点
の
整
備
、
教
育
環
境
の
整

備
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
振
興
を

主
張
し
て
き
ま
し
た
。
市
の
財
政

状
況
の
厳
し
い
中
、
成
果
の
出
た

も
の
、
今
後
の
取
り
組
む
べ
き
課

題
に
分
け
て
、
報
告
を
い
た
し
ま

す
。

新　風　会新　風　会

◎柴原伊一郎③ 
○鈴木　一彦③
◎柴原伊一郎③ 
○鈴木　一彦③

（１）成果の出た案件
　　①H２７年の一般質問
　　　「竜ヶ峰、朝日峠、宝篋山等の山火事対策について山の上の駐

車場に防火水槽を設置すべきと思うが」については、その後朝
日峠に防火水槽が整備されました。

　　②H２８～H３０年まで、毎年会派で主張。
　　　小町の館の活性化については、地元の各種団体との協力で来場

者も増加しています。駐車場の整備についても前向きの方向で
進んで います。

　　③H２９年度の会派の主張
　　　教育については、すべての小中学校で一貫教育が導入され、新

治学園義務教育学校が、本市初の施設一体型の小中一貫校とし
て開校しました。

（２）今後の課題となる案件
　　①税収を上げるために企業の誘致。
　　②廃校になった小学校を始め公共用地の跡地利用の促進。
　　③農業政策校（後継者対策、農産物のブランド化の推進、耕作放

棄地対策）。
　　④新治運動公園多目的グランドの人工芝化と、駐車場の増設。

　　　財政状況の厳しい中での市民の要望に応えることも重要です。
　　　そのためには①～③の成果を上げて税収増に結び付ける政策を

今後の活動方針と致します。

　
日
本
共
産
党
土
浦
市
議
団
は
こ

の
４
年
間
、
議
会
の
た
び
に
欠
か

さ
ず
一
般
質
問
に
立
ち
、
市
民
か

ら
の
要
望
実
現
に
奮
闘
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
市
政
に
反
映
し
た
も
の
、
あ
る

い
は
一
定
の
時
間
は
か
か
る
が
前

向
き
の
検
討
を
約
束
す
る
答
弁
を

得
た
主
な
も
の
は
以
下
の
通
り
で

す
。

日本共産党

土浦市議団

日本共産党

土浦市議団

◎久松　　猛⑨ 
○井上　圭一① 
◎久松　　猛⑨ 
○井上　圭一① 

〇昨年夏の猛暑対策
　＊生活保護受給者でエアコンの設置されていない世帯は９2世帯
で、エアコン設置も対象となる有利な条件での貸付制度がある
ことが明らかとなり、この制度の周知を徹底する。

　＊小中学校の特別教室のエアコン設置は半数以下であり、第二音
楽室の設置を早急に実施し、その他についても順次検討してい
く。体育館へのエアコン設置についても求めました。

　＊防災無線での注意喚起について、放送する判断基準や放送の時
間帯、頻度などを検討していく。

　＊地区公民館を猛暑時の避難場所として利用していただきたいと
の答弁を得た。

〇新生児の聴覚検査費用を公費負担とする。
〇就学援助制度の入学準備金の支給時期を７月から３月に改善する。
〇水郷体育館について、土、日、祝日の夜間利用を可能とするよう求め、
平成２７年１０月から実施。
〇平和首長会議が呼びかけた「ヒバクシャ国際署名」に取り組むよう
提案、署名用紙を職員に回し６００名を超える署名を集め被団協に
送付した。
〇小学校の通学路にグリーン帯を設置し交通安全対策を進めた。
〇市民会館へのエレベーター設置を求め、新生市民会館に設置される
こととなった。
〇桜樹の病気、テングス病対策を求め、さっそく対策が取られた。
〇市営霊園の区画を現在の３．３平米から６平米のものを１平米から
２平米へと小規格とし市民が利用しやすいように改善を求め、新た
な墓地整備の際に墓地区画の大きさについて検討していくとの答弁
を得た。

今後も暮らし・平和・福祉第一の市政に取り組みます。

 

私
た
ち「
明
政
会
」は
、保

守
系
無
所
属
５
人
の
議
員

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

 

所
謂「
会
派
」と
は
、議
会

本
来
の
職
責
を
達
成
す
る

た
め
の
共
通
の
思
想
信
条
を

持
つ
議
員
の
集
団
で
あ
り
、

そ
の
仕
事
は
執
行
部
の
監
視

役
で
あ
る
と
同
時
に
、市
民

の
代
弁
者
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。時
に
は「
車
の
両

輪
」と
い
う
表
現
も
し
ま
す

が
、市
民
目
線
で
ア
ク
セ
ル
に

も
な
り
ブ
レ
ー
キ
に
も
な
り

明　政　会明　政　会

◎寺内　　充⑤ 
　折本　　明⑩ 
　吉田　博史⑤ 
○栁澤　　明④ 
　今野　貴子① 

◎寺内　　充⑤ 
　折本　　明⑩ 
　吉田　博史⑤ 
○栁澤　　明④ 
　今野　貴子① 

ま
す
。

　
言
い
換
え
ま
す
と
、

私
た
ち「
明
政
会
」は

執
行
部
寄
り
の
会
派

で
は
な
く
市
民
寄
り

の
会
派
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、メ
ン
バ
ー
５
人
が
そ

れ
ぞ
れ
市
政
に
対
す

る
テ
ー
マ
を
持
っ
て
お

り
、通
常
は
そ
れ
ら
を

達
成
す
る
た
め
に
議
員
活

動
を
行
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、大
き
な
事
案
や

事
件
が
あ
っ
た
際
に
は
、メ
ン

バ
ー
間
で
十
分
な
議
論
・
意

見
調
整
の
上
、所
属
す
る
常

任
委
員
会
や
本
会
議
に
お
い

て
執
行
部
に
対
し
、「
明
政

会
の一員
」と
し
て
提
言
や
提

案
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
４

年
間
で
は
、市
立
保
育
園
の

民
営
化
や
家
庭
ご
み
の
料

金
、公
共
施
設
の
売
却
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
常
任
委
員

会
や
本
会
議
で
議
論
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
議
会
と

い
う
も
の
は
数
の
世
界
で
す

か
ら
、私
た
ち
少
数
会
派
の

意
見
が
日
の
目
を
見
る
こ
と

は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。結
果
が
す
べ
て
と
言
わ

れ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で

す
が
、し
か
し
、そ
の
結
論
に

至
る
過
程
・
議
論
が
重
要

だ
と
思
って
い
ま
す
。そ
ん
な

議
論
の
積
み
重
ね
が
少
な
か

ら
ず
市
政
運
営
に
影
響
を

与
え
、市
民
生
活
の
向
上
に

寄
与
し
て
い
る
と
自
負
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、私
た
ち
は
毎
年
２

回
ほ
ど
公
費
に
よ
る
行
政
視

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ

と
に
つい
て
は
、直
接
現
場
ま

で
足
を
運
ば
ず
と
も
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
十
分
に
情
報
は
入

手
で
き
る
の
で
は
？
な
ど
と

批
判
的
な
ご
意
見
を
頂
戴

す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

確
か
に
、ネ
ッ
ト
を
始
め
情

報
を
入
手
す
る
手
段
は
い
く

ら
で
も
あ
り
そ
う
で
す
が
、

土
浦
市
と
い
う
小
さ
な
枠
に

い
て
は
、分
か
ら
な
い
も
の
見

え
な
い
も
の
が
多
々
あ
り
ま

す
。情
報
と
し
て
知
って
は
い

て
も
、そ
の
質
感
や
体
温
ま

で
は
実
際
に
触
れ
て
み
な
け

れ
ば
理
解
で
き
な
い
、そ
ん

な
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。先
進
地
の
い
い

部
分
を
少
し
で
も
市
政
に

反
映
さ
せ
て
行
く
た
め
に

は
、や
は
り
現
地
に
赴
い
て

直
接
触
れ
て
感
じ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
、私
た
ち
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も「
明
政
会
」

と
そ
の
所
属
議
員
の
活
動

に
、ご
注
目
と
ご
理
解
を
頂

け
る
よ
う
職
務
に
精
進
し
て

行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
主
な
活
動
実
績
】

○
交
流
人
口
拡
大
と
地
域

活
性
化
へ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環

境
整
備
を
推
進

　
公
明
党
土
浦
市
議
団
は
、

全
長
約
180
㎞
の
日
本
一
長
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス「
つ
く

ば
霞
ケ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」

の
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。

○
子
ど
も
の
命
を
守
る
小

中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置

　
熱
中
症
対
策・学
習
環
境

公　明　党
土浦市議団
公　明　党
土浦市議団

◎荒井　　武④ 
　福田　一夫⑥ 
　吉田千鶴子④ 
○平石　勝司② 

◎荒井　　武④ 
　福田　一夫⑥ 
　吉田千鶴子④ 
○平石　勝司② 

の
向
上
を
目
的
に
、公

明
党
土
浦
市
議
団
が
、

小
中
学
校
普
通
教
室

への
エ
ア
コ
ン
整
備
を
粘

り
強
く
取
組
み
続
け

た
結
果
、市
内
の
全
て

の
小
中
学
校
の
普
通

教
室
へ
エ
ア
コ
ン
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

○
そ
の
他

・
国
体
競
技
会
場
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
推
進

・
小
中
学
校
の
耐
震
化
を

推
進（
校
舎
耐
震
化
100
％
）

・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成
を
推
進（
65
歳

以
上
の
方
が
対
象
、上
限
４

千
円
・
１
回
）

・
つ
ち
う
ら
安
心
キ
ッ
ト

（
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
）を

推
進

・
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
提

供（
２
０
２
０
年
９
月
供
給

予
定
）な
ど

【今後の活動課題】
１．ふるさと納税の多様な活用
２．新・市立図書館の書籍・資料等の購入計画の
策定と実施

３．所有者不明の土地、空き家など国の方針にあ
わせて、多用途活用の実施

４．水郷筑波サイクリング整備の充実
５．キララバスの路線の見直しと交通弱者対策の
具現化

６．発達障がい児対策で５歳児検診の実施
７．地元下高津の県道土浦坂東線（土浦都市計画
道路宍塚大岩田線）整備事業開通促進

　
土
浦
市
は
、
魅
力
の
あ
る
元
気

で
住
み
よ
い
街
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
駅
前
に
集
中
し
た
、

主
な
公
共
施
設
、
市
役
所
・
図
書

館
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
そ
し
て

自
転
車
の
ま
ち
「
土
浦
」
の
代
表

的
な
拠
点
施
設
「
り
ん
り
ん
ス
ク

エ
ア
土
浦
」
、
こ
の
自
転
車
利
用

者
で
あ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
、
土

浦
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
に

発
信
し
て
も
ら
え
ば
新
し
い
土
浦

の
観
光
・
来
街
者
の
増
加
に
つ
な

市政を
　考える会
市政を
　考える会

◎○竹内　　裕⑦ ◎○竹内　　裕⑦ 

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
前
に
開
館
し
た
図
書
館
は
、

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
、
平
成
７
年
の
頃
か
ら

図
書
館
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
来
街
者
増

や
様
々
な
企
画
・
立
案
に
よ
る
図

書
館
行
事
も
多
く
、
市
民
＝
利
用

者
か
ら
は
、
好
評
で
す
が
、
更
に

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今
後
も

図
書
購
入
予
算
の
確
保
や
学
校
図

書
館
と
の
連
携
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
内
で
も
有
数
の
図

書
館
に
な
る
た
め
に
も
、
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
も
市
政
課
題
は
無
限
に
あ

り
ま
す
。
私
も
７
期
の
議
員
活
動

を
通
し
て
市
民
の
声
、
意
見
な
ど

を
市
政
に
活
用
し
て
も
ら
う
よ

う
、
常
に
、
発
言
・
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
幾
つ
か
の
提
案
は
施
策
と
し
て
、

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
継
続
し
て
い
る
行

政
課
題
も
、
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

　
土
浦
市
の
発
展
を
願
い
、
様
々
な
行
政

課
題
改
善
の
た
め
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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創
政
会
は
、
13
名
の
議
員
が
所

属
、
議
会
改
革
を
念
頭
に
実
践
す

る
保
守
本
流
を
自
負
す
る
会
派
で

す
。

　
今
期
か
ら
制
定
さ
れ
た
議
会
基

本
条
例
を
基
本
に
、
議
会
運
営
の

改
革
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

一
般
質
問
に
一
問
一
答
方
式
を
取

り
入
れ
、
自
由
討
議
の
ル
ー
ル
化

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
議
会
改
革
の

観
点
か
ら
予
算
・
決
算
の
審
議
ス

タ
イ
ル
を
同
一
に
し
、
こ
れ
ま
で

常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
し
た
予

算
審
議
を
決
算
特
別
委
員
会
と
同

じ
く
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
審
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
期
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
各
地
で
の
議
会
報
告
会
で
は
常

に
指
導
的
主
役
的
存
在
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　
来
期
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会

の
議
事
録
を
公
開
す
べ
き
と
の
議

論
を
重
ね
、
ネ
ッ
ト
で
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
土
浦
市
の
発
展
と
市
民
の
安
全

安
心
の
実
現
の
た
め
、
優
先
す
べ

き
課
題
を
議
論
し
、
毎
年
12
月
に
、

中
川
市
長
へ
予
算
要
望
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

　
土
浦
市
議
会
は
統
一
地
方
選
挙

に
よ
り
、
４
月
は
改
選
と
な
り
ま

す
。
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
28

名
の
定
数
が
４
名
減
の
24
名
と
な

り
、
候
補
者
に
と
り
大
変
厳
し
い

も
の
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
厳
し
く
も
温
か

い
視
点
か
ら
の
選
良
と
し
て
活
躍

す
る
議
員
の
会
派
と
し
て
努
力
し

て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
集 

―

会
派
の
主
張―

「
私
た
ち
の
活
動
」

～ 

こ
れ
ま
で
４
年
間
の
各
会
派
の
活
動
や

　
　
　
今
後
に
向
け
て
の
活
動
方
針
等
に
つ
い
て 

～

「
会
派
」
と
は
、
議
会
で
政
治
上
の
政
策
・
主
義
・
目
的
な
ど
を
共
有
す
る
議
員
が

集
ま
っ
た
団
体
の
こ
と
で
す
。

※

内
容
に
つ
い
て
は
、
各
会
派
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を
原
文
の
ま
ま
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

◎
会
派
代
表
、○
経
理
責
任
者
、
丸
数
字
は
期
数

旧市庁舎前で（平成２７年改選時）　

第１回目は議場で開催

平成２７年度から議会報告会が開催！

創　政　会創　政　会
◎内田　卓男⑦ 　松本　茂男⑪
　沼田　義雄⑩ 　矢口　迪夫⑧
　川原場明朗⑤　 矢口　　清④
　海老原一郎④　 篠塚　昌毅③
　小坂　　博③　 下村　壽郎①　
○島岡　宏明①　 塚原　圭二①
　勝田　達也①　

◎内田　卓男⑦ 　松本　茂男⑪
　沼田　義雄⑩ 　矢口　迪夫⑧
　川原場明朗⑤　 矢口　　清④
　海老原一郎④　 篠塚　昌毅③
　小坂　　博③　 下村　壽郎①　
○島岡　宏明①　 塚原　圭二①
　勝田　達也①　

【今回の新規要望について】
●　つくば霞ケ浦サイクリングロードの安全対策と（夜間照明・樹木
の選定）、市街地を回遊できる案内サイン設置

●　霞ケ浦総合公園の花蓮園拡張
●　小中学校給食配膳室にエアコン設置
●　常磐自動車道と県道土浦大曾根線が交差する飯田矢作地区にス
マートインターチェンジを設置する運動

●　県道土浦坂東線に歩道の設置
●　ＪＲ神立駅にエスカレーター設置と東西自由通路に雨風よけ設置
●　市道Ⅰ級５号線の早期整備 
●　神立都市下水路の改修
●　新川５号橋架け替え改修
●　つくばエクスプレスを土浦駅に延伸するための運動推進　等々

【主な活動方針】
○街づくり：ＳＤＧs（持続可能な開発目標）の理念を市の政策に反映

させ、取り組みを推進します。
○福　　祉：誰もがサイクリングを楽しめる土浦へ向け、健常者と障

がい者が乗る「タンデム自転車」の普及・推進を図ります。
○交　　通：交通弱者に対する公共交通体系の全体的な見直しを図り

ます。
○教　　育：小中学校特別教室・体育館へのエアコン設置を図ります。
○医　　療：風疹の抗体検査の助成を図ります。
○地　　域：神立駅へのエスカレーターの設置を推進します。
○生   活：都市計画道路（荒川沖木田余線・真鍋神立線）の早期整

備を推進します。
○観　　光：インバウンドへ向けた取組み（案内標識の多言語化、キャ

ッシュレス決済等）を推進します。
○健　　康：不育治療費の助成を図ります。
○子 育 て：LINE を活用したいじめ相談窓口の開設を図ります。

 

新
風
会
は
こ
の
４
年
間
で
、
会

派
代
表
質
問
、
一
般
質
問
を
通
し

て
農
業
政
策
、
商
業
の
振
興
、
観

光
拠
点
の
整
備
、
教
育
環
境
の
整

備
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
振
興
を

主
張
し
て
き
ま
し
た
。
市
の
財
政

状
況
の
厳
し
い
中
、
成
果
の
出
た

も
の
、
今
後
の
取
り
組
む
べ
き
課

題
に
分
け
て
、
報
告
を
い
た
し
ま

す
。

新　風　会新　風　会

◎柴原伊一郎③ 
○鈴木　一彦③
◎柴原伊一郎③ 
○鈴木　一彦③

（１）成果の出た案件
　　①H２７年の一般質問
　　　「竜ヶ峰、朝日峠、宝篋山等の山火事対策について山の上の駐

車場に防火水槽を設置すべきと思うが」については、その後朝
日峠に防火水槽が整備されました。

　　②H２８～H３０年まで、毎年会派で主張。
　　　小町の館の活性化については、地元の各種団体との協力で来場

者も増加しています。駐車場の整備についても前向きの方向で
進んで います。

　　③H２９年度の会派の主張
　　　教育については、すべての小中学校で一貫教育が導入され、新

治学園義務教育学校が、本市初の施設一体型の小中一貫校とし
て開校しました。

（２）今後の課題となる案件
　　①税収を上げるために企業の誘致。
　　②廃校になった小学校を始め公共用地の跡地利用の促進。
　　③農業政策校（後継者対策、農産物のブランド化の推進、耕作放

棄地対策）。
　　④新治運動公園多目的グランドの人工芝化と、駐車場の増設。

　　　財政状況の厳しい中での市民の要望に応えることも重要です。
　　　そのためには①～③の成果を上げて税収増に結び付ける政策を

今後の活動方針と致します。

　
日
本
共
産
党
土
浦
市
議
団
は
こ

の
４
年
間
、
議
会
の
た
び
に
欠
か

さ
ず
一
般
質
問
に
立
ち
、
市
民
か

ら
の
要
望
実
現
に
奮
闘
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
市
政
に
反
映
し
た
も
の
、
あ
る

い
は
一
定
の
時
間
は
か
か
る
が
前

向
き
の
検
討
を
約
束
す
る
答
弁
を

得
た
主
な
も
の
は
以
下
の
通
り
で

す
。

日本共産党

土浦市議団

日本共産党

土浦市議団

◎久松　　猛⑨ 
○井上　圭一① 
◎久松　　猛⑨ 
○井上　圭一① 

〇昨年夏の猛暑対策
　＊生活保護受給者でエアコンの設置されていない世帯は９2世帯
で、エアコン設置も対象となる有利な条件での貸付制度がある
ことが明らかとなり、この制度の周知を徹底する。

　＊小中学校の特別教室のエアコン設置は半数以下であり、第二音
楽室の設置を早急に実施し、その他についても順次検討してい
く。体育館へのエアコン設置についても求めました。

　＊防災無線での注意喚起について、放送する判断基準や放送の時
間帯、頻度などを検討していく。

　＊地区公民館を猛暑時の避難場所として利用していただきたいと
の答弁を得た。

〇新生児の聴覚検査費用を公費負担とする。
〇就学援助制度の入学準備金の支給時期を７月から３月に改善する。
〇水郷体育館について、土、日、祝日の夜間利用を可能とするよう求め、
平成２７年１０月から実施。
〇平和首長会議が呼びかけた「ヒバクシャ国際署名」に取り組むよう
提案、署名用紙を職員に回し６００名を超える署名を集め被団協に
送付した。
〇小学校の通学路にグリーン帯を設置し交通安全対策を進めた。
〇市民会館へのエレベーター設置を求め、新生市民会館に設置される
こととなった。
〇桜樹の病気、テングス病対策を求め、さっそく対策が取られた。
〇市営霊園の区画を現在の３．３平米から６平米のものを１平米から
２平米へと小規格とし市民が利用しやすいように改善を求め、新た
な墓地整備の際に墓地区画の大きさについて検討していくとの答弁
を得た。

今後も暮らし・平和・福祉第一の市政に取り組みます。

 

私
た
ち「
明
政
会
」は
、保

守
系
無
所
属
５
人
の
議
員

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

 

所
謂「
会
派
」と
は
、議
会

本
来
の
職
責
を
達
成
す
る

た
め
の
共
通
の
思
想
信
条
を

持
つ
議
員
の
集
団
で
あ
り
、

そ
の
仕
事
は
執
行
部
の
監
視

役
で
あ
る
と
同
時
に
、市
民

の
代
弁
者
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。時
に
は「
車
の
両

輪
」と
い
う
表
現
も
し
ま
す

が
、市
民
目
線
で
ア
ク
セ
ル
に

も
な
り
ブ
レ
ー
キ
に
も
な
り

明　政　会明　政　会

◎寺内　　充⑤ 
　折本　　明⑩ 
　吉田　博史⑤ 
○栁澤　　明④ 
　今野　貴子① 

◎寺内　　充⑤ 
　折本　　明⑩ 
　吉田　博史⑤ 
○栁澤　　明④ 
　今野　貴子① 

ま
す
。

　
言
い
換
え
ま
す
と
、

私
た
ち「
明
政
会
」は

執
行
部
寄
り
の
会
派

で
は
な
く
市
民
寄
り

の
会
派
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、メ
ン
バ
ー
５
人
が
そ

れ
ぞ
れ
市
政
に
対
す

る
テ
ー
マ
を
持
っ
て
お

り
、通
常
は
そ
れ
ら
を

達
成
す
る
た
め
に
議
員
活

動
を
行
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、大
き
な
事
案
や

事
件
が
あ
っ
た
際
に
は
、メ
ン

バ
ー
間
で
十
分
な
議
論
・
意

見
調
整
の
上
、所
属
す
る
常

任
委
員
会
や
本
会
議
に
お
い

て
執
行
部
に
対
し
、「
明
政

会
の一員
」と
し
て
提
言
や
提

案
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
４

年
間
で
は
、市
立
保
育
園
の

民
営
化
や
家
庭
ご
み
の
料

金
、公
共
施
設
の
売
却
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
常
任
委
員

会
や
本
会
議
で
議
論
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
議
会
と

い
う
も
の
は
数
の
世
界
で
す

か
ら
、私
た
ち
少
数
会
派
の

意
見
が
日
の
目
を
見
る
こ
と

は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。結
果
が
す
べ
て
と
言
わ

れ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で

す
が
、し
か
し
、そ
の
結
論
に

至
る
過
程
・
議
論
が
重
要

だ
と
思
って
い
ま
す
。そ
ん
な

議
論
の
積
み
重
ね
が
少
な
か

ら
ず
市
政
運
営
に
影
響
を

与
え
、市
民
生
活
の
向
上
に

寄
与
し
て
い
る
と
自
負
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、私
た
ち
は
毎
年
２

回
ほ
ど
公
費
に
よ
る
行
政
視

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ

と
に
つい
て
は
、直
接
現
場
ま

で
足
を
運
ば
ず
と
も
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
十
分
に
情
報
は
入

手
で
き
る
の
で
は
？
な
ど
と

批
判
的
な
ご
意
見
を
頂
戴

す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

確
か
に
、ネ
ッ
ト
を
始
め
情

報
を
入
手
す
る
手
段
は
い
く

ら
で
も
あ
り
そ
う
で
す
が
、

土
浦
市
と
い
う
小
さ
な
枠
に

い
て
は
、分
か
ら
な
い
も
の
見

え
な
い
も
の
が
多
々
あ
り
ま

す
。情
報
と
し
て
知
って
は
い

て
も
、そ
の
質
感
や
体
温
ま

で
は
実
際
に
触
れ
て
み
な
け

れ
ば
理
解
で
き
な
い
、そ
ん

な
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。先
進
地
の
い
い

部
分
を
少
し
で
も
市
政
に

反
映
さ
せ
て
行
く
た
め
に

は
、や
は
り
現
地
に
赴
い
て

直
接
触
れ
て
感
じ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
、私
た
ち
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も「
明
政
会
」

と
そ
の
所
属
議
員
の
活
動

に
、ご
注
目
と
ご
理
解
を
頂

け
る
よ
う
職
務
に
精
進
し
て

行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
主
な
活
動
実
績
】

○
交
流
人
口
拡
大
と
地
域

活
性
化
へ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環

境
整
備
を
推
進

　
公
明
党
土
浦
市
議
団
は
、

全
長
約
180
㎞
の
日
本
一
長
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス「
つ
く

ば
霞
ケ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」

の
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。

○
子
ど
も
の
命
を
守
る
小

中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置

　
熱
中
症
対
策・学
習
環
境

公　明　党
土浦市議団
公　明　党
土浦市議団

◎荒井　　武④ 
　福田　一夫⑥ 
　吉田千鶴子④ 
○平石　勝司② 

◎荒井　　武④ 
　福田　一夫⑥ 
　吉田千鶴子④ 
○平石　勝司② 

の
向
上
を
目
的
に
、公

明
党
土
浦
市
議
団
が
、

小
中
学
校
普
通
教
室

への
エ
ア
コ
ン
整
備
を
粘

り
強
く
取
組
み
続
け

た
結
果
、市
内
の
全
て

の
小
中
学
校
の
普
通

教
室
へ
エ
ア
コ
ン
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

○
そ
の
他

・
国
体
競
技
会
場
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
推
進

・
小
中
学
校
の
耐
震
化
を

推
進（
校
舎
耐
震
化
100
％
）

・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成
を
推
進（
65
歳

以
上
の
方
が
対
象
、上
限
４

千
円
・
１
回
）

・
つ
ち
う
ら
安
心
キ
ッ
ト

（
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
）を

推
進

・
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
提

供（
２
０
２
０
年
９
月
供
給

予
定
）な
ど

【今後の活動課題】
１．ふるさと納税の多様な活用
２．新・市立図書館の書籍・資料等の購入計画の

策定と実施
３．所有者不明の土地、空き家など国の方針にあ
わせて、多用途活用の実施

４．水郷筑波サイクリング整備の充実
５．キララバスの路線の見直しと交通弱者対策の
具現化

６．発達障がい児対策で５歳児検診の実施
７．地元下高津の県道土浦坂東線（土浦都市計画
道路宍塚大岩田線）整備事業開通促進

　
土
浦
市
は
、
魅
力
の
あ
る
元
気

で
住
み
よ
い
街
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
駅
前
に
集
中
し
た
、

主
な
公
共
施
設
、
市
役
所
・
図
書

館
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
そ
し
て

自
転
車
の
ま
ち
「
土
浦
」
の
代
表

的
な
拠
点
施
設
「
り
ん
り
ん
ス
ク

エ
ア
土
浦
」
、
こ
の
自
転
車
利
用

者
で
あ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
、
土

浦
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
に

発
信
し
て
も
ら
え
ば
新
し
い
土
浦

の
観
光
・
来
街
者
の
増
加
に
つ
な

市政を
　考える会
市政を
　考える会

◎○竹内　　裕⑦ ◎○竹内　　裕⑦ 

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
前
に
開
館
し
た
図
書
館
は
、

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
、
平
成
７
年
の
頃
か
ら

図
書
館
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
来
街
者
増

や
様
々
な
企
画
・
立
案
に
よ
る
図

書
館
行
事
も
多
く
、
市
民
＝
利
用

者
か
ら
は
、
好
評
で
す
が
、
更
に

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今
後
も

図
書
購
入
予
算
の
確
保
や
学
校
図

書
館
と
の
連
携
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
内
で
も
有
数
の
図

書
館
に
な
る
た
め
に
も
、
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
も
市
政
課
題
は
無
限
に
あ

り
ま
す
。
私
も
７
期
の
議
員
活
動

を
通
し
て
市
民
の
声
、
意
見
な
ど

を
市
政
に
活
用
し
て
も
ら
う
よ

う
、
常
に
、
発
言
・
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
幾
つ
か
の
提
案
は
施
策
と
し
て
、

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
継
続
し
て
い
る
行

政
課
題
も
、
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

　
土
浦
市
の
発
展
を
願
い
、
様
々
な
行
政

課
題
改
善
の
た
め
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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平成３０年度第２回 土浦市議会報告会で、参加者の方からいただいたご意見(ご提案)の要旨
（一部抜粋）

昨年の１１月１０日（土）土浦市民会館 小ホールで、今年度
２回目となる議会報告会を開催しました。
１６名の市民の皆さんに参加していただき、議会からの事業
等の報告の後、意見交換を行い、様々な意見が寄せられました。

【市民のみなさまからのご意見募集！】
　議会だよりの作成や議会の運営についてなど、ご意見を募集いたします。下記までお寄せください。
　例：議会だよりを○○○して見やすくしてほしい。議会を夜間や休日に開催してはどうか。など
〒300-8686　土浦市大和町９番１号　土浦市議会事務局　FAX：029-826-3379
メールの場合は、土浦市議会ホームページの「お問い合わせ」の中の「お問い合わせフォーム」から送信
をお願いします。

委 

員 

長

　福
田

　一
夫

副
委
員
長

　平
石

　勝
司

委

　
　員

　勝
田

　達
也

委

　
　員

　島
岡

　宏
明

委

　
　員

　下
村

　壽
郎

委

　
　員

　小
坂

　
　博

委

　
　員

　栁
澤

　
　明

委

　
　員

　内
田

　卓
男

　【編
集
後
記
】

　
成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
ご

両
親
や
大
勢
の
方
々
と
の
出

会
い
に
感
謝
で
す
ね
。

　
さ
て
、
土
浦
市
の
事
業
と

し
て
は
昨
年
、
本
市
初
と
な

る
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

を
開
校
し
教
育
環
境
を
整
備

し
た
ほ
か
、
10
月
に
は
、
ご

み
の
有
料
化
の
開
始
や
官
民

協
働
に
よ
る
第
17
回
世
界
湖

沼
会
議
の
サ
テ
ラ
イ
ト
つ
ち

う
ら
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
年
３
月

に
は
、
土
浦
港
周
辺
に
、
つ

く
ば
霞
ケ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
の
拠
点
施
設
と
な
る
「
り

ん
り
ん
ポ
ー
ト
土
浦
」
が

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
土

浦
市
な
ら
で
は
の
魅
力
溢
れ

る
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
に
な
る
よ
う
期
待
を
し
て

広報広聴委員会

平成３１年第１回定例会日程
日
2/22
23
24
25
26
27
28
3/1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19

曜
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火

開議時間

午前10時

午前10時
午前10時
午後1時30分

午後1時30分

議会運営委員会・招集告示

代表質問・一般質問通告受付開始
代表質問・一般質問通告締め切り

請願・陳情受付締め切り

本会議（招集日）

休　会（議案等の調査）

本会議（代表質問・一般質問）
議案質疑通告締め切り
本会議（一般質問）
本会議（一般質問・議案質疑）

休　会（予算特別委員会、常任委員会）
討論通告（委員会終了日の翌日まで）

本会議（最終日）

～～ 議会報告会　実施内容 ～～
１． 議会からの報告（各常任委員会からの報告）
　（１）総務市民委員会
　　①土浦市の防災対策と災害の備えについて
　　②土浦市のシティプロモーションの取組みについて

　（２）文教厚生委員会
　　①学校給食センター再整備事業について

　（３）産業建設委員会　
　　①真鍋神林線延伸道路整備事業について 
　　②土浦港周辺広域交流拠点整備事業について 
　　③荒川沖木田余線街路事業について

貴重なご意見をいただくことができました。
ありがとうございました。

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
に
お
き
ま
し

て
は
、
昨
年
２
回
の
議
会
報

告
会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
、
将
来
の
土
浦
市

の
市
政
発
展
の
た
め
に
貴
重

な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
貴

重
な
ご
意
見
を
地
域
の
発
展

と
日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち

の
実
現
に
向
け
て
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
委
員
　
島
岡
　
宏
明
）

議会報告会についてのご意見（アンケートから）
○議員への意見（提言）は事前提出としてどうか。
○時折、市議会を傍聴しております。市民を代表して政策を練ってい
ただいている議員の方々との意見交換はとても必要なことです。
○他行事との諸調整を図るよう配慮をお願いします。
○他県等への委員会研修があると思いますので、参考となる事項につ
いての報告をしてほしい。

２．市民との意見交換の内容（意見（提言）の要旨）一部抜粋
１．防災に関する想定について 
Ｑ： 現在、Ｍ７．３震度６強を想定して防災訓練を行っているが、
東日本大震災では茨城県南地域でも震度６を観測していた地点
もあるため、昨今予想を越える災害が多くなってきていること
から想定の見直しを行う必要ではないか。 

Ａ： 今後の参考意見とさせていただく。
２．シティプロモーションについて 
Ｑ： シティプロモーション動画を東京都内だけではなく、近隣の県
などでも流してはどうか。 

Ａ： 今後も広く、より効果的に土浦の魅力を発信していけるよう、
参考意見とさせていただく。

３．土浦市の活性化について
Ｑ１：泳げる霞ヶ浦について霞ケ浦全域を泳げるようにすること

は困難か。       
Ａ１：霞ヶ浦の水質浄化は重要な課題でもあり、今後も委員会と

してしっかり取り組んでいく。  
Ｑ２：花火大会について、来年の花火大会の会場変更などは、考

えているか。  
Ａ２：来年も現在の会場で開催予定である。
４．道路行政の問題について 
Ｑ： 朝と晩の通勤・通学時間帯に６号国道が渋滞となるため、天川
周辺の市道に車が侵入し、スピードを出して通行する車もいて
危険なため、対策をしてほしい。 

Ａ： 今後の課題とさせていただく。
５．常名運動公園の問題について 
Ｑ： 常名総合運動公園計画の見直しが必要ではないか。  
Ａ： 委員会としては計画について反対ではない。 
６．議会傍聴について 
Ｑ： 議場内での音声が聞き取りづらい。
Ａ： 議場内での傍聴について音声が聞きづらい方に議場内で使用が可
能な補聴機能機器（磁気ループ受信機）の貸し出しを行っており
ますので、議会事務局までお申し出下さい。議会見に

来てね！

＜議会を傍聴しませんか！！＞
　市議会本会議はどなたでも傍聴することができます。
傍聴の際は、受付（庁舎４階傍聴席入口）で、住所・氏名を記入
して入場してください。ぜひご来場ください。


